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JAつべつ青年部 第47回定期総会
開催日時：２月12日㈭
開催場所：JA本所会議室



種子馬鈴薯耕作組合 第６２回定期総会を開催！
　２月５日ＪＡ会議室にて組合員９名、役場１名、普及センター１名、
ＪＡ４名の合計 15 名出席のもと、津別町種子馬鈴薯耕作組合（青山秀
樹組合長）は第 62 回定期総会を開催しました。
　令和７年度事業報告として、（収穫基数 989 基、推定 1,344 ｔ）軟腐
病および高温による腐敗が入庫後に進行し再選別作業を実施しました。
　防疫検査については無事全筆合格しており、広域連の選別作業は 10
月 22 日より開始し３月初旬まで行われます。現在までの正品歩留は平
均 88％となっています。組合の活動としては、実測・共同抜取・坪堀
等を実施致しました。
　令和８年度の事業計画として、良質な種子馬鈴薯生産に向け、栽培管理の徹底・栽培技術の確立向上に一層の取組を
進め、より安全かつ安心される良質な種子馬鈴薯作りを目指します。適正な栽培環境整備と病害虫に対する適期防除
の実施により種子馬鈴薯の品質向上等の取組を実施する旨の重点方針・役員改選による新役員体制が承認されました。
　総会終了後、講師として美幌普及センター河田普及員より、令和８年産防除体系について、講習会が開催されました。

【新役員体制】
　組 合 長：青山　秀樹
　副組合長：白木　嗣教
　監　　事：佐藤　伸也

　２月９日虎ノ門ヒルズにおいて、第８回日本オープン
イノベーション表彰式が開催され、全国から 100 件近い
応募の中から大賞候補に選定された結果、『選考委員会特
別賞』を受賞しました。
　【目的】　北海道道東地区の中山間地域において課題と
なっている厳寒・積雪・電波不感と言った環境条件の下、
農作物の担い手不足等を解決するためのスマート農業の
導入を図る。
　【内容】　北見工大の「発芽制御」・「ＡＩによる作物認
識」・「農作業支援ロボット」という地元大学発イノベー
ションの社会実装に向け、ＪＡつべつ、ＮＴＴドコモビ
ジネスと地域農機具メーカーのキュウホーが「四位一体」
となって津別町発の寒冷地・中山間地スマート農業モデ
ルを推進する。
　【効果】　除草作業の負担を軽減する、作物列認識と自
動走行制御を備えた「ＡＩカルチロボ」や、寒冷地でも
安定出荷が可能になる「温度応答型玉ねぎコーティング
種子」といった学術成果を農業現場主導で実装に繋げる
新たな農・産・学連携モデルの確立を目指す。
　審査員のコメントとして、単にＩＣＴ技術を活用する
だけにとどまらず、品種改良にも取組み「全方位での持
続的なスマート農業モデル」として、全体デザインがなされている点が評価されました。
　※表彰式出席者
　　・ＪＡつべつ　　佐野組合長　　有岡嘱託
　　・北見工業大学　　川口副学長　　浪越准教授　　松沼事務局
　　・ＮＴＴドコモビジネス㈱　　蛭間北海道支社長　　生田部長　　石崎課長
　　・㈱キュホー　　永井常務

日本オープンイノベーション大賞『選考委員会特別賞』を受賞！
北の大地を拓く！ＪＡつべつ×北見工業大学オホーツク地域を潤すスマート農業イノベーション

▲青山組合長 ▲新役員体制
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ＪＡつべつ青年部 第４７回定期総会を開催！

女性部とフレミズ二部合同で味噌作り講習会を開催！

　２月 12 日ＪＡ会議室にて、ＪＡつべつ青年部（西原浩
一郎部長）は部員 28 名出席のもと、来賓に佐野組合長を
迎え、第 47 回定期総会を開催しました。
　食農教育活動として『アソビバ！つべつ』では子供達
と一緒に「サツマイモ（３品種）」「ポップコーン」の２
品目を作付し、鳥獣対策として畑の周りにネットを設置
しました。調理実習は女性部とフレッシュ・ミズの協力
のもと実施しました。
　町内草刈り活動、廃プラ回収、出前授業活動（網走市
立呼人小学校）、ＳＮＳ活動報告、夏季スポーツ交流会（モ
ルック）冬季スポーツ交流会（アームレスリング大会と
ボウリング）道内視察研修、ＪＡ・町イベント協力等積
極的に実施しました。、
　又、講習会として、ファイナンシャルプランナーを講
師に招き、ライフプランニングやＮＩＳＡ等の解説を受
けて非常に実践的な内容で人生設計を見つめ直す良い機
会となりました。
　新事業の取組としては、ＪＡびほろ青年部との合同研
修会を開催し、オホーツク農業の概要についてオホーツ
ク農協連 浅野専務理事より基調講演頂き、その後、各ＪＡ青年部より青年部事業の概要を説明し５グループに分か
れ青年部活動や営農についての意見交換を行い部員間の交流を深めました。
　８年度事業計画では、スローガンとして『青年部盟友の活動の意識を高める』事を掲げ、ＪＡ事業への協力、交流・
研修活動、食育活動を中心に取り進める方針が確認され、部員の新規加入３名・脱退６名の承認されました。

　２月６日食品加工研修センターにて、女性
部員９名、フレッシュ・ミズ会員３名の合計
12 名が参加し、二部合同での味噌作りを行
いました。
　今年は、迫田彩由美さんを講師に招き、役
割分担をして手際よく作業が進み、重量にし
て 246㎏の味噌を仕込むことができました。
手作り味噌は、土用が過ぎれば食べられるの
で、高級味噌が熟成して出来上がるのが楽し
みです。

▲西原部長▲佐野組合長
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ＪＡつべつ女性部 第７１回定期総会を開催！
　２月９日ＪＡ会議室にて、部員 13 名、フレッシュ・ミズ会員３名の
出席のもと、ＪＡつべつ女性部（細川タケ部長）は、第 71 回定期総会
を開催しました。細川部長が欠席の為、金一真由美副部長の挨拶後、来
賓の中西参事から御祝辞を頂きました。
　令和７年度事業報告として、私たちの暮らし・農業にとって非常に大
変な１年となりました。物価高騰が家計を圧迫し、オホーツク管内を襲っ
た記録的な猛暑は、作物の管理だけではなく健康を脅かす過酷な年とな
りました。
　令和８年度の事業計画として、世代別・目的別の組織づくりの推進と、
女性部組織の充実と活性化に取組、部員の意見を反映しながら「動く・
学ぶ・創る・楽しむ」を主軸に全体活動を展開する活動
計画が承認されました。
　又、役員改選にあたり新役員体制が承認されました。

【新役員体制】
　部　　　　　長：石川あけみ
　副　　部　　長：西原久美子、迫田　真弓
　事務局長兼会計：仲田　　瞳
　監　　　　　事：細川　タケ

ＪＡつべつフレッシュ・ミズ定期総会を開催！
　２月４日ＪＡ研修室にて、ＪＡつべつフレッシュ・ミ
ズ（堂藤　友世会長）は、会員全員（７名）出席のもと
定期総会を開催しました。
　来賓の細川女性部長の挨拶に続き、議事に入り令和７
年度の事業報告として、「お菓子作り講習会」や「日帰り
研修会」「ハギレ布を使ったリース作り研修会」で、意見
交換会等を実施し、女性部との二部合同味噌作りや豆腐
作り、パン作り講習会、アソビバ！つべつ「料理教室」
手伝い等への参加で、親交を深める事が出来ました。
　令和８年度の事業活動として、会員数を増やすことを
目標に、参加しやすく楽しめる活動を目指し運営します。
意見交換会・研修会・研修旅行等の他、女性部行事にも
参加します。原案通り全て承認されました。又、役員改
選にあたり新役員体制が承認されました。

【新役員体制】
　部　長：幾島　美幸　　副部長：佐野　綾子　　監　事：丸尾　明美

▲新役員（仲田瞳事務局長兼会計、迫田真弓副部長、
西原久美子副部長、石川あけみ女性部長） ▲石川あけみ新女性部長

▲来賓：中西参事

▲幾島美幸新会長
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玉葱振興会 第５４回通常総会を開催！

玉葱振興会青年部 第５３回通常総会を開催！

　２月６日ＪＡ会議室にて 24 名出席のもと、
津別町玉葱振興会（真木喜一会長）は第 54 回
通常総会を開催しました。
　議長に幾島大智氏が選出され、会員からは、
会費の賦課（会員割等）の増額になった経緯及
び広域連津別工場の選別機械等の現状を踏まえ、
茎葉処理施設等の整備について計画的に関係機
関と検討を進める旨、事務局より説明がなされ
ましたが、原案通り全議案が承認されました。
　令和８年度産玉葱の諸対策（各種料金等）に
ついてや規約改正について、役員改選にあたり
新役員体制についても承認されました。
　総会終了後、岐阜中央青果㈱名畑課長代理よ
り令和７年産玉葱の市場販売情勢等の講演を行
いました。

【新役員体制】
　会　長：細川　直祐
　副会長：丸尾　裕司、幾島　大智
　理　事：兼平　秀人、池田　健太
　監　事：金一　善紀

　２月６日ＪＡ会議室にて 12 名出席のもと、津別町玉葱
振興会青年部（十河孝文会長）は第 53 回通常総会を開催
しました。十河青年部長の挨拶と来賓の玉葱振興会 真木
会長からの御祝辞を頂きました。特に質疑等は無く原案
通り全議案及び役員改選にあたり新役員体制についても
が承認されました。

【新役員体制】
　部　長：池田　健太
　副部長：西原浩一郎
　監　事：鹿中　充貴、柏木　　豊

▲真木会長

▲十河部長 ▲池田新部長・柏木監事

▲新役員体制

▲細川直祐新会長 ▲岐阜中央青果㈱ 名畑課長
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　２月12日食品加工研修セ
ンターにて、女性部員７名、
フレッシュ・ミズ会員２名、
迫田彩由美さんの合計10名
が参加し、二部合同での豆
腐作りを行いました。
　今年は、２月６日の味噌
作り講習会に続き、講師と
して迫田彩由美さんを招き、
役割分担をして手際よく作
業が進み、12㎏の大豆を加
工し手作り豆腐を完成する
事ができました。

　２月 17 日ＪＡ会議室にて、津別町肉牛振興会（迫田隆会長）は、第 49 回定期総会を会員９名、役場１名、ＪＡ
３名の合計 13 名出席のもと開催しました。迫田会長と岡本常務の挨拶の後、来賓として津別町産業振興課 十亀主査
を紹介し議事に入りました。
　会員からは、令和９年に予定している第 13 回全国和牛能力共進会の北海道開催に向けて視察及び懇親会を最大限
参加することを確認しました。
　尚、津別町肉牛振興会として、酪農振興会との協議連携及び津別町の畜産業発展並びに肉用牛生産基盤強化に向け
て各種取組みを確認し、原案通り全議案が承認可決されました。

女性部とフレミズ二部合同で豆腐作り講習会を開催！

肉牛振興会 第４９回定期総会を開催！

　２月 12 日ＪＡ会議室にて、ＪＡつべつ青年部（西原浩一郎部長）は部員 18 名出席のもとＪＡより佐野組合長、
岡本常務、中西参事の出席を頂き、ＪＡ常勤理事との意見交換会を実施しました。
　佐野組合長の挨拶に続き、中西参事より令和７年度のＪＡ事業の取扱状況の報告がありました。
　協議事項として、農協の役員とは？（理事・監事の違いは）の説明に続き、ＪＡに期待する事、お願いしたい事を
中心に意見交換しました。
　従来実施していた「産業まつり」の開催が終了した事により、ドライブスルー方式による地域応援「還元祭」をし
ていますが、ＪＡ独自の「感謝祭」の検討してはどうか。又、ＪＡ通常総会時に「記念講演」の開催を検討してはど
うか。ＪＡ青年部としての意見が出され有意義な意見交換会を終了しました。

ＪＡ常勤理事と青年部との意見交換会を実施！
～地域農業の振興と地域リーダーを目指して～
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　２月 20 日ＪＡ会議室にて生産者 21 名、カルビー㈱４名、ＪＡ３名の合計 28 名出席のもと、カルビーポテト㈱に
よる令和７年度地区懇談会が開催されました。
　カルビー馬鈴薯生産組合 柏木組合長の挨拶の後、カルビー㈱生産企画課　梛木様より「現在の工場の稼働状況」
について　本田津別支所長と安藤様より「2025 年度の生産状況からの考察」並びに気候変動への対応及び労働力不
足への対応・省力化推進を目的に「取引要領の改定」について　野地宇都宮支所長より「関東・東北における馬鈴薯
栽培」について説明を受けました。
　最後に、懇談会終了後、引続き懇親会を開催し親睦を深めました。
　又、カルビー馬鈴薯生産組合より、2025 産品種別粗反収入ベスト３の表彰が行われ、品種別の上位生産者に対し
表彰状が贈呈されました。

◎2025年産品種別粗反収入表彰　　
　〇トヨシロの部　　　　　　　　　〇ポロシリの部　　　　　　　　　〇スノーデンの部
　　最優秀賞：(同)池田ファーム　　 　最優秀賞：河本　　衛　　　　　　最優秀賞：千葉　充彦
　　優 秀 賞：(株)希来里ファーム　 　優 秀 賞：山辺　一記　　　　　　優 秀 賞：藤原　英男
　　優 秀 賞：(有)仲田農場　　　　 　優 秀 賞：長瀬　信一　　　　　　優 秀 賞：(有)すばる

カルビーポテト㈱ 令和７年度地区懇談会を開催！

▲トヨシロの部 ▲ポロシリの部 ▲スノーデンの部

▲柏木組合長

　津別町活汲 418　大矢根　督（52 歳）さんが、１月３日ご逝去されました。故人は、昭和 48
年４月 11 日、父・大矢根憲太郎さん、母・富美子さんの 1 男 2 女の長男として出生され、活汲小
中学校を卒業、美幌高校へ進学後、帯広畜産大学を卒業し、平成 12 年 2 月に絵津子さんとご結婚
され 1 男 1 女に恵まれました。
　夫婦力を合わせて、父が取り組んだ放牧酪農を引き継ぎ、2 度の海外研修を経て土作りを基本と
した中規模集約放牧酪農を実践したことが評価され、平成 15 年に「農林水産大臣賞最優秀賞」を
受賞されました。若き放牧酪農のリーダーとして、酪農業界全体の活性化に尽力されました。

　令和 5 年 4 月から農協理事として活躍され、特に酪農業において適格な指導と実践的な助言を行い、酪農技術の
発展に寄与し令和 7 年 4 月には自ら新規参入者を 1 人育て上げ、長男の聖人さんも新規就農し家業を立派に継いで
います。
　令和 5 年より病魔に冒されながらも家業や農協理事としての職責を最後まで全力で続けられておりましたが、家
族に見守られながらご逝去されました。
　最後に改めて、大矢根　督さんのご冥福を心からお祈り申し上げます。

大矢根　督 理事ご逝去　追悼
酪農業界全体の活性化に尽力される
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津別町年金友の会 第39回定期総会を開催！
　２月 27 日ＪＡ会議室にて会員 50 名参加のもと、津別町年金友の会（山田照夫会長）は定期総会を開催しました。
定期総会は、山田会長から「会員の皆さんからいろいろ意見を頂いて、会員相互の親睦を図り活動に参加して頂ける
ように今後も進めて参りたい」と挨拶を頂いた後、岡本常務より御祝いの言葉を頂きました。
　総会議長に丸尾諭氏が選任され、提案事項全ての議案について満場一致の拍手を持って可決承認されました。
　旅行事業については、㈱農協観光北見エリア 木村様より、旅行情勢
について説明を受けました。令和７年度は 28 名の参加で１泊２日の日
程で「十勝川温泉及び近郊での観光」の温泉保養を実施しました。令和
８年度については、１泊２日で知床方面にて温泉保養を計画しています。
　議事第４号 会則の改正及び役員選考規程の改廃については、役員地
区割を「第１地区・第２地区・市街地区」の３地区に再編し、役員は、
現役役員による推薦又は役員会による選考とし、規程の改廃は承認され
ました。鹿中副会長の閉会挨拶にて総会を終了しました。
　尚、総会終了後、昨年に引き続き、ビンゴゲームを開催し楽しい時間
を過ごしました。

令和８年度　各種行事開催予定
温泉保養　11月 12日（木）～ 13日（金）　１泊２日　（予定）

　ゲートボール大会　　　　　　　　パークゴルフ大会　　　　　　　　囲碁大会
【１回】　４月１６日（木）　　　【１回】　５月１４日（木）　　　【１回】　３月１１日（水）
【２回】　６月１８日（木）　　　【２回】　６月１１日（木）　　　【２回】　５月１３日（水）
【３回】　７月１６日（木）　　　【３回】　７月　９日（木）　　　【３回】　７月１５日（水）
【４回】１０月２２日（木）　　　【４回】　８月１３日（木）　　　【４回】　９月　９日（水）
【５回】１１月１９日（木）　　　【５回】　９月１７日（木）　　　【５回】１１月１１日（水）
【６回】１２月　３日（木）　　　【６回】１０月　８日（木）　　　【６回】１２月　９日（水）

会員募集中‼
　年金友の会では、会員相互の親睦を図り、健康で明るい生き甲斐のある生活を送る事を目的に、今後も仲間との親
睦や体力づくりの一環として、多数の会員が年金友の会の活動に参加して頂けるように様々な事業を開催して参ります。
　また、新規会員（当ＪＡで年金受給される方が対象）も常時募集しておりますので、知人・友人等お誘い合わせの上、
地区担当役員又はＪＡ事務局（金融共済課）までご連絡をお願い致します。年会費 1,200 円、会員特典として誕生月
にお誕生日プレゼントを進呈しています。

▲総会の様子

▲山田照夫会長 ▲岡本常務

▲ビンゴゲーム

▲丸尾総会議長 ▲総会の様子
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１　融雪材散布による融雪の促進
　本年の土壌凍結深推定システムでは12
月12日の根雪となった積雪量が多く、凍
結深は４㎝程度までしか浸凍していません。
このため野良イモの存在する土壌深15cm
までは凍結が進まないことから大半の野良
イモは来春萌芽して雑草化することが考え
られます。馬鈴薯後の圃場については、除
草剤を効率よく利用するなど野良イモの除
去に努めて下さい。
　融雪材の散布の判断は3月上旬の積雪深
によりますが、山際や吹き溜まる場所など
融雪の遅れそうな圃場では優先的に融雪促
進を図って下さい。秋まき小麦では雪腐病
の軽減や生育期間確保のため、早期の融雪
を行う必要があります。特に昨年、茎数の少ない圃場や雪腐病防除が未実施のほ場は融雪を促進する必
要があります。
　また、たまねぎ・春まき小麦やてん菜・馬鈴しょの作付け予定の圃場も、は種作業や移植作業が遅れ
ないよう融雪材を散布し融雪を促進し圃場の乾燥化を図って下さい。
　融雪材は、日中にプラスの気温となり、雪解けが進む日平均気温が－３℃以上の頃（平年では3月14
日頃、昨年は3月10日頃）を目安に散布します。
　融雪材は均一に散布せず、ムラに散布することにより、雪解けが始まった時に表面積が広がり、より
融雪が促進されます。
　たまねぎの早期移植作型を予定している圃場では、融雪の遅れによる定植作業の遅れ、老化苗定植に
よる活着不良や初期生育不良、タネバエの被害等の恐れがあるので、融雪促進を徹底して下さい。

２　融雪水の排除
　融雪促進を行う場合、融雪水が圃場に停滞することがあるので、排水溝の状況を確認し、速やかに排
除できるようにして下さい。秋まき小麦の圃場に融雪水が滞水すると、生育が遅れるほか、枯死しやす
くなるため、排水溝が十分に機能するように整備する必要があります。

３　融雪材の散布量と回数
　融雪材としては、防散融雪タンカル等を40～60kg/10aを散布する必要があります。融雪材の散布後
に20cm以上の降雪がある場合は効果が劣るので、再散布できるよう、資材の確保に努めて下さい。

４　育苗ハウス等の設営
　健苗育成には、床土の十分な乾燥と適期は種が重要です。そのためには、育苗ハウス設置場所の除・
排雪を行い、早めにビニール張りを完了する必要があります。
　この時期に降雪があった場合、厳冬期に比べて雪は倍以上の重さとなるので、こまめに雪下ろしをし
て下さい。

3月15日から4月15日までの営農技術
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５　秋まき小麦の黄化症状対策
　近年、縞萎縮病の発生が拡大しています。
融雪直後から黄化症状は見られますが、肥
料切れによるものや、水ヤケによる黄化症
状と見分けがつきにくいです。縞萎縮病の
黄化の特徴としては、葉にまだらに黄化が
みられること、追肥をしても黄化が解消さ
れないことがあげられます。秋まき小麦の
黄化が気になる場合は、早期に起生期追肥
を実施して、黄化葉が回復するかどうか確
認して下さい。縞萎縮病は4月中旬から黄
化が始まり5月中旬まで（次葉が覆うま
で）黄化が気になります。土壌の菌に住み着くウイルスですので、その後の耕起作業等で他の圃場へ土
壌を移動させることで拡大していきます。圃場間の作業機の移動に当たっては十分注意して下さい。
　本年もコムギ縞萎縮病の検診を実施します。既に発生が確認された生産者の圃場は行いませんが、未
発生生産者で黄化症状が長引く圃場は、検診用サンプルを採取させていただきます。

６　育苗管理（たまねぎ・てん菜）
　育苗管理にあたっては、定植の遅れに備えて次の点に留意して下さい。
　（１）温度管理は適温の範囲内で低めとして下さい。ただし、極端な低温管理は苗質の低下や生理障

害の発生を招くため、あくまでも適温内で管理して下さい。
　（２）灌水は控えめとしますが、極端に萎れさせないように管理して下さい。
　（３）定植が遅れて肥料切れを起こしそうな場合には、液肥等で追肥を行う必要があります。

７　麦踏み
　融雪した麦畑は、凍上（根浮き）や断根
による茎数の減少が発生します（特に大豆
の中のばらまき栽培は土壌に根しか入って
いないので顕著）。融雪後、圃場が乾き次
第（タイヤに土が付かなくなったら）タイ
ヤローラーや平ローラ（ケンブリッジ等で
は麦の茎葉を傷つける）による麦踏みを行
い、麦を鎮圧して下さい。
　圧着することによって新根の発生が促さ
れ、茎数も増加します。また、麦踏みによ
り草丈も抑制されることから、倒伏防止効
果も期待できます。
　大豆後のばらまき栽培では、平ローラー
は大豆刈り株の上にしかローラーがかから
ないため、タイヤローラーを使用して下さい。
　注意：幼穂形成期（平年5月5日）以降にローラー掛けすると穂に障害が出る場合があるため、幼穂形
成期前に終わらせて下さい。
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JAつべつ青年部活動をSNSページにて随時更新中です！
是非ご覧下さい！Facebook、Instagram
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33月下旬・月下旬・44月上旬の主な行事月上旬の主な行事
3月16日 月 理事会 4月 1日 水 経営会議

17日 火 2日 木 ＮＢＣ経営者セミナー

18日 水 監査代替的調査（中央会）～19日 3日 金

19日 木 農産合同総会 4日 土

20日 金 春分の日 5日 日

21日 土 6日 月 共済推進　～8日

22日 日 7日 火 企画会議

23日 月 8日 水 監査代替的調査（信連）～9日

24日 火 特栽協議会総会 9日 木

25日 水
人事異動辞令交付

新人職員研修　～26日

10日 金 通常総会

11日 土 猟友会津別支部総会・射撃大会

26日 木 12日 日

27日 金 農業法人会総会 13日 月

28日 土 14日 火

29日 日 15日 水

30日 月 総会議案配布 16日 木 理事会

31日 火
退職辞令交付

スマート農業研究会総会

17日 金

18日 土
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